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 令和元年度ふるさと創生ＮＰＯ活動応援事業報告書 

 

・当報告書は、基金のホームページ等で掲載する予定です。 

・メールは、info@mejiron.org あて送付するとともに提出の際は、タイトルを「令和元年度ふる

さと創生ＮＰＯ活動応援事業報告書」としてください。 

・写真は、元データも一緒にメールでお送り下さい。 

 

団体名 特定非営利活動法人スペシャルオリンピックス日本・大分  

１.事業内容について、進捗状況報告書をまとめるような形で記載してください。 

①事業内容及び必要性 

私たちは知的障がいのある人達の健康増進や純粋にスポーツを楽しむ場を提供し、地域社会に

おける知的障がいのある人たちへの理解を図り、多様な人々が互いに尊重しあうソーシャルイン

クルージョンの実現に寄与したいと考えているが、認知度の低さが数年来の課題である。  

今回の事業によりホームページを作成・活用することで、当法人の活動内容を画像や動画など視

覚により具体的にとらえることが出来る為、知的障がいのある人達やその親御さんが参加を検討

するうえでイメージが湧きやすくなる。また、ボランティアへの参加検討や一般の方からの協力

を得るために、ホームページが非常に大きな役割を果たすと考える。 

 

②新規性又は活動の拡大や成果の向上 

 現状では、実際に知的障がいのある人やボランティア希望者が参加を検討する際には、見学を

経ての入会等を行っているが、ホームページにより事前の理解が進むことで知的障がいのある人

のスポーツトレーニング等への参加の促進につながり、また、ボランティア不足の改善にもつな

がる。 

ホームページの作成は専門業者に委託する形で進めることとし、さらに、作成したホームペー

ジを更新・管理するためのパソコンやホームページ更新の素材となる画像や動画撮影用のデジタ

ルカメラ、及びＵＳＢメモリやＳＤカード等の周辺備品も整備する。 

また、作成したホームページを活用するため、以下の取組を実施する。 

・ＳＮＳ（スペシャルオリンピックス日本・大分 Facebook）とのリンク 

・おおいたＮＰＯ情報バンク「おんぽ」へのＵＲＬ登録 

・関係団体ホームページとの相互リンク 

・画像や動画を活用した活動記事の掲載 

活動記事については、知的障がいのある人達や一般のボランティア希望者、寄付希望者を対象に

活動の内容や意義を決して堅苦しくなく、競技上で起こった愉快な部分を織り交ぜた内容で発信

する。見た方が会員として参加したいと思ってもらえる内容を目指し、閲覧数の向上を目指す。

１件でも多くのお問い合わせや入会、イベントボランティア参加、寄付金申出につなげたい。 

知的障がいのある人たちは、学生の時は運動の時間が確保されているが、一般社会においては

スポーツ参加の場が主に公的なものであることが多く、数も限られている。私たちの活動は運動

の場の提供だけではなく、全国大会・世界大会と成果発表の場の提供も行っており、全国や世界

の仲間とつながることも可能である。その事実を広報する事で知的障がいのある人たちがスポー

ツ参加を検討した際の選択肢の一つとなれる。 

 参加に至れば、純粋に競技を楽しむことや生きがいなど、心の世界が広がり、社会性を育む事

が出来る。ボランティアにとっては多様な人達への理解を深め、心のバリアフリーへとつながり、
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社会共生の実現への一端となる 

 ホームページでは閲覧数を効果の指標とする。目標としては、一月６００件（２０件 /1 日）の

閲覧を目指す。 

※参考：「スペシャルオリンピックス日本・長崎」のホームページでは一日の閲覧件数が２０～

６０件。近隣県として福岡及び熊本においてもスペシャルオリンピックスのホームページが存在

するが、活動規模が大分のそれとは差があるため、長崎の閲覧件数を参照した。  

 

２.事業を実施している様子等が分かる写真を４枚以上添付してください。 

【ＵＲＬ https://son-oita.com/】 

 Web サイトＨＯＭＥ画面 

               

 アスリートからのメッセージ画面 

               

 ＮＥＷＳ画面 

               

 



  

 

イベントカレンダー画面 

               

  

 

申込書式ダウンロード画面 

               

 

 

 

 関係団体へのリンク画面 

                

 



３.来年度以降、事業終了後も、その効果や結果が継続されるために、組織としてどの様に、体 

制や対応をしていくのかについて記載してください。 

 

今回のホームページ開設により広報活動の充実が図られ、会員の増員につながることで財源

の一つである年会費の増額にもつながる。 

過去のホームページについては既に閉鎖している（平成３０年閉鎖）が、その理由として担当

者が１名であり、その本人が退会した為。よって、新たなホームページの運営にあたっては、

毎月定例で行っている運営委員会にて協議し、担当を複数人で配置することとする。ホームペ

ージの更新に際してのスキームや取扱要領を作成し、次に誰が配置されても作業できるよう管

理を行うこととする。 

 

 

 

 

 


